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■--ビジネスお役立ち情報---■□■□■

────────────────────────────────────

１ 畜産堆肥展示会の開催について

────────────────────────────────────

肥料代の削減に堆肥の利用を考えてみませんか？

相談会も併せて開催されますので希望者はお気軽にご参加ください。

●実施日時等について

＜第１回＞

・日時  １２月４日（月）１３：００～１６：００

・会場  ＪＡとぴあ浜松北地区支店 会議室（浜松市西区伊左地町２１）

・講演会 畜産堆肥について（１３：３０～１３：５０）

・講師  静岡県畜産技術研究所 飼料環境科 佐藤克昭科長

＜第２回＞

・日時  １２月１２日（火）１３：００～１６：００

・会場  ＪＡとぴあ浜松湖西営農センター 会議室（湖西市新所５２２５）

・講演会 畜産堆肥について（１３：３０～１３：５０）

・講師  静岡県畜産技術研究所 飼料環境科 佐藤克昭科長

●相談会について

相談会も併せて開催されます（１４：００～１５：００）

●申込みについて

事前申込み不要
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●問合せ先

静岡県西部農林事務所 企画経営課

ＴＥＬ ０５３－４５８－７２０９

────────────────────────────────────

２ 「グリーンな栽培体系の取組報告会」の開催について

────────────────────────────────────

農林水産省は、「環境にやさしい栽培技術」と「省力化に資する先端技術等」を組み合わせ

た「グリーンな栽培体系」の関連講演や産地の取組を学べる報告会を令和５年１２月１４日

（木）にオンラインで開催します。

「国内資源等を活用した化学肥料の削減」、「土壌消毒の代替技術」、「プラスチック被覆

肥料の代替技術」、「J－クレジットに関する技術」の講演のほか、「グリーンな栽培体系

の転換サポート事業」を活用している各産地が取組状況を報告します。

参加は無料です。

●開催日時

令和５年１２月１４日（木）１０時３０分から１７時０５分まで

●内容

(１)情報提供    

(２)それぞれのテーマについての関連講演、取組報告

テーマ

・国内資源等を活用した化学肥料の削減

・土壌消毒の代替技術

・プラスチック被覆肥料の代替技術

・J－クレジットに関する技術        

●申込締切

令和５年１２月８日（金）

●配信形式

Zoomウェビナー、YouTubeライブ（後日、YouTubeで配信されます）

●申込み方法等の詳細は以下のページを御参照ください。

（リンク先：農林水産省ＨＰ）

https://www.maff.go.jp/j/press/nousan/gizyutu/231116.html

────────────────────────────────────

３ 「農業水利施設における外来生物対策セミナー」の開催について

────────────────────────────────────

農林水産省は、令和５年１２月７日（木）に「農業水利施設における外来生物対策セミナー

～侵略的な水生外来植物による通水阻害の脅威と今後の取組～」をオンラインで開催しま

す。

本セミナーでは、水生外来植物による農業水利施設における通水阻害の実態や効果的な対策

などの紹介を通じ、水生外来生物対策を進める上での一助となる情報が発信されます。

参加は無料です。

●開催日時

令和５年１２月７日（木）１４時００分から１６時００分まで
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●内容

（１）挨拶

（２）講演（質疑応答含む）

・農林水産省における農業水利施設の外来生物対策

・農村協働による外来生物の防除

・農業水利施設における外来水生植物に対する千葉県の取り組み

・わが国の農業水利施設において通水阻害等を引き起こす外来生物とその対策について

・特定外来生物の防除に係る責務規定及び支援策について

●申込締切

令和５年１２月５日（火）１７時００分

●配信方法

オンライン（Webex）形式

●申込み方法等の詳細は以下のページを御参照ください。

（リンク先：農林水産省ＨＰ）

https://www.maff.go.jp/j/press/nousin/kantai/231107.html

■--お知らせ---■□■□■

────────────────────────────────────

・Ｗｅｂマガジン「ａｆｆ」１０月号について

────────────────────────────────────

「ａｆｆ（あふ）」は、消費者の皆さん、農林水産業関係者、そして農林水産省を結ぶＷｅ

ｂマガジンです。

農林水産省が編集・発行し、株式会社角川アスキー総合研究所が編集協力しています。

【１０月号ＰＤＦ版のＵＲＬ】

https://www.maff.go.jp/j/pr/aff/2310/pdf/aff2310-all.pdf

（１）特集「減らそう 「食品ロス」」

売れ残りや食べ残し、賞味期限切れなど、本来食べられるのに捨てられてしまう食品のこと

を「食品ロス」といいます。

食べられる食品を捨ててしまうことは、“もったいない”だけでなく、環境や経済に関わる

問題もはらんでいます。

食品ロスの現状について知り、私たちに何ができるのか考えてみましょう。

＜内容＞

・食品ロスって何が問題なの？

・「もったいない」を大変革！

・今日からできる食品ロス削減運動

・おいしく食べきる！食品ロス削減レシピ

（２）連載「旅する農業遺産」

＜埼玉県 世界農業遺産・日本農業遺産「大都市近郊に今も息づく武蔵野の落ち葉堆肥農

法」＞

武蔵野地域は江戸時代に、隣接する江戸の町の人口増加による食糧不足を補うために開拓が

行われました。

この地域はもともと、関東ローム層といって火山灰に覆われた作物が育ちにくい土地でし

た。

そこで生み出されたのが、草原に木々を植えて平地林を作り出し、その落ち葉を集めて堆肥
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として活用する落ち葉堆肥農法です。

江戸時代から続くこの伝統的農法は360年以上にわたって受け継がれ、今も武蔵野地域に恵

みをもたらしています。

■--西部農林活動リポート---■□■□■

────────────────────────────────────

西部農林活動リポート（１０・１１月）

────────────────────────────────────

県西部農林事務所ではさまざまな業務・活動を行っています。

その一部を御紹介します。

・タマネギ生産者への規模拡大意向ヒアリングを行いました

・伊佐見地域のコスモス畑に園児の笑顔があふれました

・久留女木棚田で稲刈りが行われました

・キャベツ畑で粒状堆肥連用試験の生育調査を行いました

・農業研修でみかんの収穫を体験しました

●詳細

https://www.pref.shizuoka.jp/sangyoshigoto/norinjimusho/seibunorin/1034299.html

●お問合せ

県西部農林事務所 企画経営課

ＴＥＬ：０５３－４５８－７２０８

≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡

※今後、配信を希望しない場合は、下記Ｅ-mailアドレスへお知らせください。

※メールアドレスの変更等の場合も、下記へお知らせください。

※配信を希望する方がいらっしゃいましたら、ぜひご紹介ください。

※当メールマガジンは、等幅フォントでご覧ください。

◆このメールマガジンへのお問い合わせは、

  西部農林事務所（企画経営課）まで。

  電 話 ：０５３－４５８－７２０８

  ＦＡＸ ：０５３－４５８－７１６８

  Ｅ－mail：seinou_kikaku@pref.shizuoka.lg.jp

  URL:https://www.pref.shizuoka.jp/sangyou/sa-770/index.html

≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡≡
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